
 

 

 
 

             

 

一学期終了します。（登校日７５日）  

本日、一学期の終業式を迎えました。 

今年は梅雨明けを待たずに、急に厳しい暑さが続くようになりました。水泳の授業もその影響を受

け、前半は気温と水温が低く授業ができないと思ったら、後半はあまりにも暑く水泳の授業を中止にせ

ざるを得ないこともありました。このような中でも、子どもたちは毎日の学校生活を元気に過ごし、学習

や運動、学校行事などに意欲的に取り組み、充実した一学期を過ごすことができました。 

 本校では、子どもたち一人一人の「なぜだろう」「やってみたい」「もっと知りたい」という問いや疑問を

大切にした授業づくりを進めています。子どもたちは友達と考えを交流しながら、自ら課題を見つけ、解

決に向かって学びを深めてきました。学ぶことの楽しさや、分かった喜びを積み重ねる姿が教室のあち

らこちらで見られ、子どもたちにとって楽しく充実した一学期となりました。 

この一学期、浅科ワクワクタイムでは、地域の方に楽器を持ち込んでいただき楽器に直接触れる機

会を設けていただいたり、夏祭で行う盆踊りを教えていただいたり、２年生はブルーベリー狩りに出か

けたり、３年生は地域探検に出かけたりと、地域の皆さんとの触れあいを通じ、子ども達の興味関心の

幅も広がり、たくさんの学習をさせていただくことができました。 

こうした教育活動を支えてくださっているのは、地域の皆様、保護者の皆様の温かいご理解とご協力

のお陰と感謝申し上げます。引き続き２学期以降もよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

授業参観にご来校いただきありがとうございました（高学年 ６／２６、低学年 ７／３） 

高学年授業参観日には、情報モラル講演会を行いました。 

講演では、インターネットや SNS との上手な付き合い方、情報モラル、家庭でのルールづくりなどに

ついて、具体的な事例を交えながら分かりやすくお話しいただきまし

た。親子で一緒に話を聴くことで、それぞれが感じたことや考えたこ

とを共有する貴重な機会となりました。 

ICT 機器は、学習や生活を豊かにする一方で、使い方を誤るとト

ラブルにつながることもあります。今回の講演をきっかけに、ご家庭

でも ICT 機器の利用時間やルールについて話し合い、安全で適切

な活用につなげていただければ幸いです。 

浅科小学校だより 令和８年７月２４日（金）   
佐久市立浅科小学校(58-2102) 

（文責 教頭 土屋 泰生） 

盆踊り体験 

ブルーベリー狩り 

楽器の体験 



 

 

 

 

 

 

明日から、夏休みが始まります。～８月１９日（水） 

夏休みは、普段できないことに挑戦したり、家族や様々な方との時間を

大切にしたりできる貴重な期間です。ぜひ、「やってみたい」という気持ちを

大切にして、新しいことにも積極的にチャレンジしてほしいと思います。一つ

でも「できた！」という経験が大きな成長につながります。 

一方で、安全で健康に過ごすことも大切です。交通ルールを守ること、危

険な場所には近づかないこと、熱中症予防のためにこまめな水分補給や十分な休息を心がけることな

ど、一人一人が安全を意識して生活できるよう、ご家庭でもお声がけをお願いいたします。 

 

お知らせ 

① 夏休み中 保護者の方から学校への連絡について 

・平日の８：１５～１６：４５（時間外は留守番電話対応になります）  浅科小学校 ５８－２１０２ 

・学校リフレッシュウィーク期間中 ８／１０～１６ （平日） 

８：３０～１７：１５  佐久市教育委員会    ６２－３４７８ 

・夜間・休日        佐久市役所 宿日直   ６２－２１１１ 

※市教委、市役所にいただいた緊急の連絡は、学校長に伝わるようになっております。 

 

② ８月のスクールカウンセラー 来校日 ８月３１日 午前 

カウンセリング希望の児童・保護者の方がおりましたら、教頭または担任までお知らせください。 

 

③ 給食室解体工事が行われています。工事関係者の車が行き来しますので、児童の送迎等をされる

場合は特にご注意ください。なお、登校時、南門でお子さんを降車させる場合、南門付近は避け、

少し離れた場所で降車するようお願いします。 

 

④ 2 学期より学校への欠席早退遅刻の連絡方法を変更します。別紙で新しい連絡方法をお知らせさ

せていただいてあります。何卒ご理解ご協力をよろしくお願いします。 

【保護者の感想から】  

ゲームは便利で楽しいものですが、その一方で依存や人との関わりへの影響についても、大人

が正しい知識を持つことが大切だと感じました。幼い頃からゲームに触れる子どもが増えている今

だからこそ、子ども任せにするのではなく、大人が責任を持って関わり方を考え、メリットだけでなく

デメリットについても伝えていく必要があると改めて感じました。 

【特に参考になった内容】 （保護者回答）

 


